
島ヶ原文化芸術まつり（演芸）
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災害時における
応急対策等に関する協定調印式

もしものときに備えて

　５月 31日、市役所応接室で、災害時における応急対
策等に関する協定の調印式を行いました。
　金属再生資源卸売業者の㈱タカミが、自動車などを
解体するときに使う特殊車両を、災害が起こったとき
にも生かしたいと考え、市に協力を申し出たのがきっ
かけです。
　大災害が起こると、倒壊物や放置車両が道を防ぎ、
緊急車両が救助に入れない場合があります。㈱タカミ
が所有するマルチ解体機は、２tから３tの重さのもの
を持ち上げることができる重機です。アームの先のツ
メは、手提げカバンほどの大きさのものでもつまみあ
げることができ、細やかな動きをするのが特長です。
　風水害や地震、大規模な事故などの災害が発生した
場合には、市の要請に応じて、マルチ解体機などを使
用して緊急車両の通行を妨げるものを取り除く作業に
あたることが、協定書に記されました。
　内保市長は協定書に調印し、「東日本大震災では、が
れきなどの除去に苦労している様子が報道されていま
す。事業の中で養われたノウハウを使って、災害時に
はお力添えをいただけるというお申し出を、大変あり
がたく思います。」と述べました。
　また、高見景三社長は「災害はない方がよいもので
すが、万が一の時には迅速に協力させていただきます。」
と話しました。
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日頃の成果を発表
　６月５日、島ヶ原会館ふれあ
いホールで、第９回島ヶ原文化
芸術まつり（演芸）が開かれま
した。このまつりは、島ヶ原地
区の文化サークル相互の親睦を
深め、文化・教養の振興をはか
るために毎年開かれているもの
で、今年は 10 グループ、90
人が参加しました。
　ふれあいバンド「ミドルズ」

が、1970年ごろのヒット曲などを演奏し、手品サーク
ル「まじまじまじっく島ヶ原」からは、４人が手品を披
露しました。このほか、三味線と唄による民謡や大正琴、
ハーモニカなどのグループが、順に舞台にあがり、観客
を楽しませました。
　今回の演芸に続き、展覧会が11月２日（水）から４
日（金）までの３日間、同じく島ヶ原会館で開かれる予
定です。



　６月 12日、伊賀上野交流研修センターで、伊賀市民
大学講座 伊賀市文化フォーラム2011を開催しました。
この日は第１回として、郷土「伊賀のことばと魂」をテー
マに、「伊賀のことば」と題して、皇學館大学文学部准
教授の齋藤平

たいら

さんによる講演が行われました。
　講演では、言葉の持つ特性を理解した上で、伊賀で
使われている 36の言葉から、言葉の地理的な広がりと
特色を学びました。
　伊賀といっても広いため、地域によって言い方が違
うものもあります。参加者たちは、日ごろどのように
使っているのか
を話しながら、
文献例などでは
わからない伊賀
の言葉の特性に
ついて話し合い
ました。

伊賀のことばを学ぼう
　６月 18日、ゆめぽり
すセンターで、地域活
動支援事業成果報告会
を開きました。
　市では、自治基本条
例に基づいて、市民の
自主的な街づくり活動
を支援し、個性的で魅
力あふれる地域づくりをすることを目的に、経費の一
部を補助していて、去年補助金を受けた島ヶ原まちづ
くり協議会など９団体からの成果報告展示と、高尾住
民自治協議会や伊賀鉄道の駅舎を考える会など４団体
からの成果報告発表がありました。
　高尾住民協議会の谷浦清孝さん
は、「ふるさとづくり上高尾　～水
で繋がる上流（田舎）と下流（都会）
～」と題して、都会に住む人たち
とともに手法にこだわった米作り
などをした体験を通じて、田舎の
よさに改めて気づいたり、地元を
守る意欲が出てきたことなどを報
告しました。

情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5022

甲賀市甲賀市 亀山市亀山市

となりまち　いが· こうか · かめやま

　甲賀町の油
あぶらひ
日岳ふもと

に水と遊べる公園、「高
間みずべ公園」がありま
す。南鈴鹿を源にした

せせらぎを中心に、炊事棟や芝広場が整備されて
います。小鳥のさえずりの中で聞こえる清流の音
は、訪れた人の心を癒してくれます。
　手作り弁当を広げれば、ピクニック気分を味わ
え、バーベキューを囲めば野外パーティーを満喫
できます。もちろん、川遊びもできます。中でも
水のすべり台『なめら滝』は子どもたちに大人気
です。22のテントサイトが整備され、キャンプも
楽しめます。ファミリーやグループで緑と水の中
の一日を楽しんでみてはいかがでしょうか。
【アクセス】　新名神「甲賀土山 IC」から約 25分
　　　　　　名阪国道「上柘植 IC」から約 10分
【問い合わせ】
　甲賀市建設管理課　☎ 0748-65-0720

夏の夕べの華やかなひととき
～関宿夏まつり～

甲賀の自然を堪能！
～高

た か ま

間みずべ公園～

　旧東海道の関宿で、
神
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山が練り歩く活
気あふれる夏の風物詩。
夜には「関の山（そこま
でが精いっぱい）」の語
源となった絢
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爛豪華な 4 
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車が巡行します。
　見どころは「舞台回し」と呼ばれる山車の回転
です。山車の上部が回転し、ちょうちんの明かり
の軌跡が幻想的な雰囲気を盛り上げてくれます。
【と　き】
　７月 23日㈯、24日㈰
※山車の巡行は午後５時 30分～９時ごろ
【アクセス】
　東名阪自動車道「亀山 IC」から関方面へ約 10分
【問い合わせ】
　関宿夏まつり実行委員会事務局（亀山市観光協
会内）　☎ 0595-97-8877
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伊賀市民大学講座
伊賀市文化フォーラム2011

魅力あふれる地域づくりを
地域活動支援事業成果報告会


